
 

科目名 基礎看護学実習Ⅲ 単位数・時間数 2 単位 60 時間 開講年次 2 学年前期 

担当講師名 専任教員、実習指導者 実習場所 二戸・一戸・軽米・久慈病院 

目的 看護過程を展開することで対象を理解する能力を養う 

到達目標 
１． 対象を身体的・心理的・社会的側面から把握し、看護上の問題を理解する 

２． 対象に必要な日常生活援助の看護計画を立て実施することができる 

実 習 内 容 ・ 方

法 

１． 対象に看護上必要な情報を多角的に情報収集し整理 

 

２． 既習の知識と照らして情報を分析解釈し、看護上の問題を抽出する 

 

３． 援助の根拠や技術の基本に基づき、患者の状態に応じた援助計画を立案する。 

 

４． 援助計画に基づき日常生活援助を実施する。 

 

５． 援助した看護の評価をする。 

 

６．看護過程を展開してわかったこと、学んだこと、自己の課題について自分の考えを

深める 

備考 詳細は、実習要綱を参照する 

成績評価方法 実習評価表に基づき評価する 

 


